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言語資格試験の到達目標と卒業要件 （2015-2017 年度入学生） 

 

 

グローバルコミュニケーション学科（グローバル・コミュニケーション学科）では、21 世紀のグロー

バル社会に相応しい人材を育成するため、以下の言語資格試験（TOEIC, TOEFL iBT, 中国語検定、

HSK、日本語能力試験、BJT 日本語能力テスト）について、各学年の到達目標を設けています。ま

た、2015 年度入学生より、卒業要件のひとつとして TOEIC、BJT ビジネス日本語能力テストの必要

スコアを定めています。 

 

■到達目標 

資格試験 1 年 2 年 3 年 4 年 

TOEIC 500 580 650 730 

TOEFL iBT 55 61 71 80 

中国語検定 準 4 級 4 級 3 級 

HSK - - 4 級 

日本語能力試験 N1 - - - 

BJT ビジネス日本語能力テスト J2 J1 

 

■卒業要件 

１. 対  象 

グローバル・コミュニケーション学科 2015 年度入学生 

グローバルコミュニケーション学科 2016 年度入学生・2017 年度入学生 

 

２. 要  件 

① 日本語を母語とする学生 

TOEIC 600 点以上の取得を卒業要件とします。 600 点の達成は、原則として 3 年生の 4 学期に実施

される TOEIC IP テストの結果をもって確認します。所定の方法・手続によって 600 点の達成を確

認できない場合、3 年次の必修科目である「English for Qualifications 3D」（旧：Listening & Reading 

3D）が不合格となります。 

 

※詳細は別紙「TOEIC 卒業要件（600 点）の確認方法について」をご覧ください。 

 

② 留学生 （日本語を母語としない学生） 

BJT ビジネス日本語能力テスト J2 以上を卒業要件とします。スコア提出の方法については学科の指

示に従ってください。 
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TOEIC 卒業要件（600 点）の確認方法について 

 

グローバルコミュニケーション学科（グローバル・コミュニケーション学科）の 2015-2017 年度入学

生（日本語を母語とする学生）を対象とする TOEIC 卒業要件（600 点）について、スコア達成の確認

方法は次の表の通りとします。 

 

対象学生 600 点達成の確認方法 スコア提出 提出先 

3 年生 学内 IP テスト（3 年生の 4 学期に実施） 原則不要 
学科コーディネータ 

（提出が必要な場合） 

3 年生 

（後期留学） 

留学の単位認定の申請時に、学科の留学担当教

員にスコアレポートを提出 
必要 学科の留学担当教員 

4 年生 

（EQ3D 未修得） 
所定の期間にスコアレポートを提出 必要 学務課 

 

3 年生 

3 年生の 4 学期に実施される学内 IP テストで TOEIC 600 点の達成を確認します（スコアレポートの

提出は不要です）。同テストで 600 点未満の場合は「English for Qualifications 3D」（旧：Listening & 

Reading 3D、以下同様）が不合格となります。進級基準を満たす限り 4 年生への進級は可能です

が、同科目を合格し、卒業要件を満たすためには 600 点を達成することが必要です。 

 

＜4 学期の学内 IP テストで 600 点未満の場合＞ 

4 学期の学内 IP テストを受験してスコアが 600 点未満であっても、過去に他の IP テスト又は公開テストで 600

点以上を取得している場合は、そのスコアレポートの提出を認めます（原本提示、コピー提出）。提出期限は

原則として 4 学期の授業期間内とします。期日までに提出がない場合は「English for Qualifications 3D」は不合

格となります（提出期間・提出方法の詳細は MUSCAT でお知らせします）。 

 

4 学期の学内 IP テストを未受験（未申込・欠席）の場合、過去のスコアにかかわらず「English for Qualifications 

3D」は不合格となります（事前の許可により公開テストでの振替を認められた場合を除く）。 

 

3 年生（後期留学の場合） 

    「English for Qualifications 3D」の単位認定を受けるため、帰国後の単位認定の申請時に TOEIC 600

点の達成を確認できるスコアレポートを学科教員（留学担当）に提出してください（原本提示、コ

ピー提出）。留学前に学内 IP テストで 600 点を達成している場合も提出が必要です。 

 

＜注意点＞ 

①スコアレポートの提出がない場合、「English for Qualifications 3D」は留学の単位認定の対象とはなりません

（同科目の 1 単位分は単位認定の上限から差し引かれます）。 



 
    ②留学先で TOEIC を受験する場合、TOEIC の国際運営団体である ETS 又は ETS 公認の団体が実施するテスト

で、ETS 公式のスコアレポートが発行されるものが対象となります。 

③留学の単位認定の申請は、帰国日から 1 ヵ月以内に行う必要があります。帰国後に公開テスト等での受験を考

えている場合は、結果発送日を含めたテストスケジュールに注意してください。また、実際の帰国日にかかわ

らず、2020 年 1 月末までに実施されるテストが対象となります。 

 

4 年生 （3 年修了時に未達成の場合） 

TOEIC 600 点を未達成のため、「English for Qualifications 3D」を不合格のまま進級した場合、4 年

生の 4 学期までに 600 点を達成し、所定の期間にスコアレポートを提出して単位認定を申請する必

要があります。3 年後期の留学後、スコアレポートを未提出のために単位認定がされていない場合

も同様です。また、単位認定の時期に応じて、1・2 学期に実施する補習科目（Integrated Skills for 

Qualifications A-D）の履修が必要です。  

 

（1） 単位認定制度 

以下の期間に TOEIC 600 点達成を確認できるスコアレポートを提出することにより、「English 

for Qualifications 3D」の単位認定をします（B 評価）。4 年生の 4 学期までに 600 点を達成し、期

間内にスコアレポートを提出しない場合、学科の卒業要件を満たすことができません。 

 

①提出期間 

年度初頭：2019 年 3 月 25 日（月）～ 3 月 27 日（水） 

1 学期：2019 年 6 月 3 日（月）～ 6 月 7 日（金）    

2 学期：2019 年 7 月 29 日（月）～ 8 月 2 日（金）    

3 学期：2019 年 11 月 11 日（月）～ 11 月 15 日（金） 

4 学期：2020 年 1 月 20 日（月）～ 1 月 24 日（金） 

 

 ②提出場所 

  有明キャンパス 学務課（スコアレポートの原本、提出用のコピーを持参すること） 

 

(2) 補習科目の履修 

3 年生の修了時に TOEIC 600 点を未達成の場合又は必要なスコアレポートを未提出の場合は、4

年生を対象に 1・2 学期に開講する補習科目「Integrated Skills for Qualifications A-D」を履修する必

要があります。TOEIC のスコア（原則として 3 年 4 学期の IP テスト）に応じて「Integrated Skills 

for Qualifications A-B」又は「Integrated Skills for Qualifications C-D」のいずれかを履修します。 

 

①対象科目 

・TOEIC 500 点未満対象（中級未満） 

  Integrated Skills for Qualifications A（1 学期、月 1・木 1） 

  Integrated Skills for Qualifications B（2 学期、月 1・木 1） 

 

 



 
・TOEIC 600 点未満対象（中級） 

  Integrated Skills for Qualifications C（1 学期、月 2・木 2） 

  Integrated Skills for Qualifications D（2 学期、月 2・木 2） 

 

 ②履修登録について 

  対象者は補習科目の履修が必須となるため、履修登録は自動的に行われます。ただし、TOEIC 

600 点を達成し、単位認定を申請した場合は、翌学期の履修は必要ありません（履修登録が削除

されます）。したがって、1 学期に単位認定を申請した場合、2 学期の授業は履修する必要はあ

りませんが、1 学期の授業は最後まで履修する必要があります（受講しない場合は欠席となりま

す）。年度初頭（3 月末）に単位認定を申請した場合、1 学期・2 学期とも補習科目の履修は必要

ありません。 

 

 

以 上 


